








































 第一節 問題意識 
 第二節 研究の着眼点 






























































































































































                                                   
1 崎山多美「１ たくらみ――いざ、たくらまん」（崎山多美『コトバの生まれる場所』二〇〇四年二月 砂子屋書房 八頁） 
2 崎山多美「９ 「他者」の名前」（崎山多美『コトバの生まれる場所』二〇〇四年二月 砂子屋書房 九五頁） 









































                                                   



















































                                                   




リズム－」（花田俊典『沖縄はゴジラか――〈反〉・オリエンタリズム／南島／ヤポネシア――』二〇〇六年五月 花書院 六六頁。） 
8 岡本恵徳「主題としての〝シマ〟――崎山多美の世界」（崎山多美『くりかえしがえし』 付録 一九九四年五月二〇日 砂子屋書房）
／岡本恵徳「Ⅵ沖縄の基層 崎山多美『水上往還』」（岡本恵徳『現代文学にみる沖縄の自画像』一九九六年〇六月二一日 高文研） 
9 黒澤亜里子「崎山多美の「ゆらてぃく ゆりてぃく」を〈ゆんたくひんたく〉読む」（『ユリイカ』二〇〇一年八月号） 
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鹿野政直『鹿野政直思想史論集 第三巻』二〇〇八年一月八日 岩波書店 
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鹿野政直『鹿野政直思想史論集 第四巻』二〇〇八年二月六日 岩波書店 
鹿野政直『沖縄の戦後思想を考える』二〇一一年九月二二日 岩波書店 
川村湊編『現代沖縄文学作品選』二〇一一年七月九日 講談社文芸文庫 
フランツ・カフカ著、池内紀訳『変身ほか カフカ全集四』二〇〇一年六月 白水社 
喜納育江編著『沖縄ジェンダー学１ 「伝統」へのアプローチ』二〇一四年三月 大月書店 
財団法人沖縄県文化振興会史料編『沖縄県史（各論編五）近代』二〇一一年四月二一日 編集工房東洋
企画 
酒井直樹『日本思想という問題 翻訳と主体』一九九七年三月一四日 岩波書店 
酒井直樹『日本／映像／米国 共感の共同体と帝国的国民主義』二〇〇七年七月二日 青土社 
島袋盛敏、翁長俊郎著『標音評釈 琉歌全集』一九六八年二月二〇日 武蔵野書院 
新城郁夫『沖縄文学という企て 葛藤する言語・身体・記憶』二〇〇三年一〇月二五日 インパクト出
版会 




ジョン・Ｗ・トリート 著、水島裕雅・成定薫・野坂昭雄 監訳『グラウンド・ゼロを書く 日本文学と
原爆』二〇一〇年七月七日 法政大学出版局 











































越川 芳明「すばる文学カフェ ひと 崎山多美」『すばる』二〇〇五年一一月号 
佐喜真彩「「他者」を聞きとるということ 崎山多美における音の考察を通して」『言語社会 ９』二〇




学 外国語研究』第一四巻 第一号 二〇一〇年九月 
玉城福子「沖縄戦の犠牲者をめぐる共感共苦の境界線――自治体史誌における「慰安婦」と「慰安所」
の記述に着目して」『フォーラム現代社会学一〇』二〇一一年六月 関西社会学会 













文学 近代の魔界へ』二〇〇六年五月 青弓社） 
渡邊英理「『月や、あらん』 他なるものたちのほうへ」『琉球新報』二〇一三年二月一七日 
渡邊英理「死者の記憶、記憶の死者―崎山多美「見えないマチからションカネーが」」（『社会文学』第四
〇号、二〇一四年七月 
「クリントン米大統領演説(全文)」『琉球新報』二〇〇〇年七月二三日 
 
